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基礎看護学概論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 1年次前期 平野 巳幸 有

科目のねらい

看護の概念について理解し、看護の本質と役割機能について理解する。

授業の目標

・看護の変遷を捉え、看護の現在の位置づけについて理解する。

・人間科学としての看護について理解する。

・看護実践における重要な概念（人間・環境・健康）について理解する。

・看護の機能と役割について理解する。

・看護理論の基礎的知識について学ぶ。

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 〇 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 看護の変遷（ナイチンゲールが登場するまで） 講義

内容に合わせて演習

を取り入れる

２ 看護の変遷（近代看護への道、海外の職業的看護への発展）

３ 看護の変遷（わが国の職業的看護の発展）

４ 人間科学としての看護学（学問としての看護、患者中心の看護）

５ 看護とは何かを考える（主要概念、看護の対象、定義）

６ 看護実践における重要な概念（人間、環境）

７ 看護実践における重要な概念（健康）

８ 看護の役割と機能

９ 看護実践を支えるもの（看護制度、看護行政）

10 専門職としての看護

11 看護とは何かを考える（看護学の発展、看護理論とは）

12 主な看護理論

13 主な看護理論

14 主な看護理論

15 「看護とは」まとめ 1ｈ

評価方法

学習課題40％    筆記試験60％

教科書

①新体系看護学全書 基礎看護学①看護学概論 メジカルフレンド社 2022

②看護学の概念と理論 日本看護協会出版会 2021

③看護の基本となるもの 日本看護協会出版会 2021

参考図書・参考文献

随時、講義内で紹介します。

備考または学生への連絡



看護倫理

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 1年次後期 金津 由子 有

科目のねらい

看護倫理の基礎知識について理解し、倫理的行動について学ぶ。

授業の目標

・看護実践と看護倫理の関係性を理解する。

・看護倫理のアプローチについて必要な倫理について理解する。

・倫理に関係する重要な言葉の意味を理解する。

・倫理綱領の意義と活用について理解する。

・専門職としての看護師の行動を考える。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 〇 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
倫理の基礎

（倫理と道徳、道徳的思考と倫理判断、道徳的価値）

講義

※ 適宜小演習を

取り入れる

２
看護倫理の基礎

（看護倫理の必要性、看護倫理の歴史的推移）

３
看護倫理のアプローチ

（徳の倫理、原則の倫理、ケアの倫理）

４ 看護倫理に関する重要な言葉①

５ 看護倫理に関する重要な言葉② 学習課題①

６

・情報プライバシーと守秘義務

倫理綱領について

（ＩＣＮの倫理綱領、看護職の倫理綱領：日本看護協会）

学習課題②

７ 演習テーマ「看護倫理の理解」、「倫理的行動について考える」 グループワーク

評価方法

学習課題①② 20％   筆記試験 80％

教科書

①看護倫理 南江堂 2021

②看護職の基本的責務2022年版 日本看護協会出版会 2022

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡



看護援助に共通する技術（コミュニケーション・環境・感染予防）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

２単位 ４５時間 １年次前期 平野 巳幸 他 有

科目のねらい

援助的人間関係を形成するためのコミュニケーションを展開できる

入院生活環境を整えるための共通する看護技術を学ぶ

授業の目標

1 医療・看護におけるコミュニケーションの重要性とその意義・方法を理解する

2 コミュニケーションの構成要素、人間関係成立のためのコミュニケーション技術について理解する

3 観察や援助を通し対象との人間関係の形成について理解する

4 看護における報告の重要性について理解し、場面に応じたコミュニケーション技術を習得できる

5 入院生活を整えるための必要な知識を理解し、援助技術を習得できる

6 感染成立の条件及び感染予防に必要な知識を理解し、感染予防のための技術を習得できる

7 看護場面を通じて看護援助に共通する技術を習得できる

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 看護技術の導入 講義

２
援助の基礎知識

・療養生活の環境 ・病室の環境のアセスメントと調整
講義

３ 援助の実際 ・ベッド周囲の環境整備 ・病床を整える 講義

４ ベッド周囲の環境整備：実技 講義・実技

５ ベッドメーキング 演習講義・デモンストレーション 講義・実技 実技後レポート

６ ベッドメーキング：演習 演習 演習後レポート

７ 感染予防の基礎知識と標準予防策について 講義

８ 手指衛生の種類、方法 講義

９ 個人防護具について、感染経路別予防策 講義

10
コミュニケーションの意義と目的

・コミュニケーションとは ・医療におけるコミュニケーション
講義

11 コミュニケーションの構成要素と成立過程 講義

12 関係構築のためのコミュニケーションの基本 講義

13 演習：デモンストレーション（１ｈ） 講義

14 コミュニケーション+手洗い+防護用具+環境整備：演習 演習 演習後レポート

15 リフレクション（１ｈ） 講義

16 洗浄、消毒、滅菌の基礎知識、感染性廃棄物の取り扱い 講義

17 無菌操作の基礎知識、滅菌物の取り扱い 講義

18 無菌操作 実技 実技後レポート

19 感染防止における看護師の責務と役割、針刺し防止策 講義

20 効果的なコミュニケーションの実際 講義

21 看護における報告 講義

22 コミュニケーション障害への対応 講義

評価方法

〔コミュニケーション：演習（ 20%）、筆記試験 (80%)〕〔生活環境：演習 (20%)、筆記試験(80%)〕〔感染予防：筆記試験 (100%)〕

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる vol.1 基礎看護技術 メディックメディア 2018、看護がみえる vol.2 臨床看護技術 メディックメディア 2018

看護がみえる vol.3  フィジカルアセスメント メディックメディア 2019

参考図書・参考文献

コンパクト微生物学 南江堂 2021

備考または学生への連絡



日常生活を整える技術：基礎看護学方法論Ⅰ（活動・休息）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 １年次前期 渡邊 雅代 有

科目のねらい

対象の日常生活を整えるための活動・休息の援助技術を学ぶ。

授業の目標

１.日常生活における活動・移動の意義や援助に必要な知識を理解する。

２.日常生活における睡眠と休息の意義や援助に必要な知識を理解する。

３.活動・休息の援助技術を習得できる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

1
基礎本的活動の基礎知識（活動・運動の意義、運動が人間に与え

る影響、活動・運動のアセスメント）
講義

2 ボディメカニクスの基本的知識、活用方法・体位変換による患者

の身体の変化（基本体位、特殊体位、体位変換を行う目的）
講義

3 体位変換演習 講義・実技 実技後レポート

4

体位変換を活用した臥床患者のシーツ交換方法（ボックスシー

ツとフラットシーツの違い、横シーツ交換）・移乗・移送の基礎

知識（車いすの種類と各部名称、基本操作方法、留意点、観察点）

講義

5 臥床患者のボックスシーツ、横シーツ交換演習 講義・実技 実技後レポート

6 車いすへの移乗・移送演習 講義・実技 実技後レポート

7
移乗・移送の基礎知識（ストレッチャーの各部名称、基本操作方

法、留意点、観察点）
講義

8 ストレッチャーへの移乗・移送演習 講義・実技 実技後レポート

9 歩行介助、歩行補助具の種類と使用方法 講義

10 関節可動域訓練の実際（目的、適応）・歩行補助具の実際 講義・実技

11 休息の種類、睡眠障害のアセスメント、不眠の随伴症状 講義

12 休息・睡眠への援助方法（心地よい病床環境の整備） 講義

13 廃用症候群による身体的・心理的・社会的影響、援助方法 講義

14
既習技術の演習（手指衛生、体位交換、車椅子・ストレッチャー

移乗・移送など）
実技

15 リフレクション グループワーク・発表 発表後レポート

評価方法

筆記試験（100％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 メディックメディア 2018

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡

・実習室で講義を行う場合は事前に連絡します。
・演習時（実技）の服装、髪型、爪の長さなどは整えて参加してください。
・演習後に提出物がある場合は期限を守ってください。



日常生活を整える基本技術：基礎看護学方法論Ⅱ（清潔・衣生活）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 １年次前期 関口 志乃 有

科目のねらい

対象の日常生活を整えるための清潔・衣生活の援助技術を学ぶ。

授業の目標

１．日常生活における清潔・衣生活の意義や援助に必要な知識を理解する

２．清潔・衣生活の援助技術を習得できる

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 清潔の意義（生理的意義、精神的意義、社会的意義） 講義

２ 健康障害時の清潔 清潔行動の観察とアセスメント 講義

３ 身体各部の清潔を保つ援助方法（入浴、シャワー浴） 講義

４ 衣生活の意義 寝衣の選択 寝衣交換 講義

５ 寝衣交換（和式寝衣・洋式寝衣） 実技 実技後レポート

６ 身体各部の清潔を保つ援助方法：洗髪 講義

７ 身体各部の清潔を保つ援助方法：洗髪 デモンストレーション

８ 洗髪演習 演習 演習後レポート

９ 身体各部の清潔を保つ援助方法：全身清拭 講義

10 身体各部の清潔を保つ援助方法：全身清拭 デモンストレーション

11 全身清拭演習 演習 演習後レポート

12 身体各部の清潔を保つ援助方法：部分浴 講義

13 手浴、足浴 実技 実技後レポート

14 身体各部の清潔を保つ援助方法：口腔ケア 講義

15 口腔ケア 実技 実技後レポート

評価方法

筆記試験（80％） 演習（20％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 メディックメディア 2018

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡

演習は原理原則を理解し、グループで協力しながら確実な技術習得のために練習を重ねてください。
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看護の基本となる技術：基礎看護学方法論Ⅳ（バイタルサイン・フィジカルアセスメント）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 １年次前期 長内  瑠未、木元 司 有

科目のねらい

対象の身体的健康状態を、観察・評価するための基礎技術を学ぶ。

授業の目標

・バイタルサインの意義や基礎知識を理解する。

・正確なバイタルサイン測定が行えるための援助技術が習得できる。

・五感を用いて観察し、対象の健康状態を評価する意義と方法について理解する。

・対象の観察で得た情報を基に、対象の状態を判断することができる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ バイタルサイン測定の意義

講義

測定方法体験
デモンストレーション

演習

グループワーク

レポート作成

演習、グループワー

ク後に情報の整理

アセスメントレポー

ト作成

２
バイタルサイン測定①

体温、呼吸とその測定方法

３
バイタルサイン測定②

脈拍、血圧とその測定方法

４
バイタルサイン測定③

血圧計、体温計、聴診器の使い方、正確な測定方法と一連の技術

５
バイタルサイン測定④

正確な測定方法と一連の技術 グループワーク

６
バイタルサイン測定⑤

正確な測定方法と一連の技術 演習講義

７ 意識レベルとその観察方法、バイタルサインの記録と報告

８ ヘルスアセスメントとフィジカルアセスメント

９ 身体計測、問診、視診、触診、打診、聴診の目的と方法

10 呼吸器系のフィジカルアセスメント 演習講義

11 循環器系のフィジカルアセスメント 演習講義

12 消化器系のフィジカルアセスメント 演習講義

13 感覚器・運動器系・中枢神経系のフィジカルアセスメント

14
バイタルサイン測定技術・事例を用いたフィジカルアセスメン

ト演習

15 試験

評価方法

筆記試験（80％） 演習（20％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

系統看護学講座 人体の構造と機能[1] 解剖生理学 医学書院 2020

看護がみえるvol.3 フィジカルアセスメント メディックメディア 2019

参考図書・参考文献

看護がみえる vol.1 基礎看護技術 メディックメディア 2018

看護がみえる vol.2 臨床看護技術 メディックメディア 2018

備考または学生への連絡

内容を確認して予習復習をして下さい。資料はきちんとまとめ、毎回授業に持参して下さい。
演習は原理原則をよく理解したうえで、練習を重ね臨んでください。
フィジカルアセスメント演習時は指定した動きやすい服装で臨んでください。



看護の基本となる技術：基礎看護学方法論Ⅴ（看護過程）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 １年次後期 寺田 明矢子 有

科目のねらい

看護実践の方法として看護過程の意義について理解し、個別のニーズに応じた問題を解決するために科学的思考、問題解決思

考に基づいた看護過程の展開方法について学ぶ。

授業の目標

１．看護実践における看護過程の意義、目的を理解できる。

２．看護過程の基盤となる考え方を理解できる。

３．看護過程の展開の各段階を理解できる。

４．紙上事例を用いた看護過程を展開できる。

５．看護記録の目的と構成について理解できる。

DPとの対応
○ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

1．看護過程とは

1）看護過程の概要と構成要素 2）構成要素の関係性

2．看護過程を展開する際に基盤となる考え方

1）問題解決過程 2）クリティカルシンキング

3）倫理的配慮と価値判断 4）リフレクション

講義

２

3．看護過程の各段階

1) アセスメント 2) 看護問題の明確化（看護診断）

3）看護計画 4）実施 5）評価

4．アセスメントの枠組み

1) 看護過程におけるアセスメント

講義

３
5．ゴードンの機能的健康パターン

1）ゴードンの機能的健康パターンに基づくアセスメント

講義

個人ワーク

グループワーク
４

５

６
6．問題の明確化と看護診断

1) アセスメントから看護診断へ  2) NANDA－I看護診断分類
講義

７
7．全体像（関連図）とは

1) 全体像（関連図）の作成 2) 看護診断、優先順位の決定

講義、個人ワーク

グループワーク

８
8．看護計画

1) 看護計画の構成要素

講義、個人ワーク

グループワーク

９ 9．実施・評価
講義、個人ワーク

グループワーク

10 10．事例展開

1）紙上事例の紹介  2) 情報の収集・整理

3）アセスメント・全体像（関連図） 4）看護問題の明確化（看護診断）

5) 看護計画  6) 実施  7) 評価

講義

個人ワーク

グループワーク

11

12

13

14
11．看護記録（１ｈ）

1）看護記録の意義、種類  2）記載・管理における留意点
講義

15 紙上事例の発表・まとめ プレゼンテーション

16 筆記試験

評価方法

筆記試験（50％） 事例展開提出物評価（50％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ 医学書院 2021

NANDA-I看護診断定義と分類 医学書院 2021

はじめて学ぶ看護過程 医学書院 2021

疾患別看護過程の展開 学研 2021

参考図書・参考文献

関連科目、特に形態機能学、疾病と治療等の教科書を活用する。

備考または学生への連絡

看護過程は対象に適切な看護援助を提供するための基本となる問題解決方法論であり、臨地実習で展開できることが求められ
ます。科学的で論理的な思考プロセスを修得するために、主体的に取り組むことを期待します。



診療に伴う技術：基礎看護学方法論Ⅵ（与薬）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 １年次後期 関口 志乃 有

科目のねらい

診療補助の基盤となる技術と援助を学ぶ。

授業の目標

１．診療補助としての与薬の意義、目的を理解する

２．安全な与薬の方法・技術の基礎的知識を理解する

３．モデル人形を用いての輸液管理の実際や、筋肉内注射の技術が習得できる

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 与薬の意義 講義

２ 薬物療法における援助過程と与薬の技術 講義

３ 経口与薬、経皮的与薬、その他の与薬 講義

４ 吸入、外用薬（点眼、点鼻、点耳）、直腸内与薬 講義

５ 注射（基礎知識・技術の概要・皮下注射） 講義・実技

６ 皮内注射 講義

７ アンプルからの吸い上げ 講義・実技 事前レポート作成

８ 筋肉内注射、静脈内注射 講義

９ 筋肉内注射 デモンストレーション

10 筋肉内注射 演習 演習後レポート

11 点滴静脈内注射、静脈留置針による点滴内注射 講義

12 中心静脈カテーテル 講義

13 輸血管理 講義

14 点滴静脈内注射の輸液管理の実施 実技 実技後レポート

15 リフレクション グループワーク

評価方法

筆記試験（80％） 演習（20％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 メディックメディア 2018

看護の計算・数式 医学書院 2019   

今日の治療薬 2022 南江堂 2022

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡

与薬という看護行為が患者の生命を脅かす危険性を伴うことを理解し、授業に臨みましょう。確実な基礎知識の習
得が安全安楽な与薬の援助につながりますので、繰り返しの復習と技術練習を積み重ねてください。授業の進度に
よって、授業内容等が変更になる場合があります。



診療に伴う基本技術：基礎看護学方法論Ⅶ（診察補助）

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 2年次 前期 長内 瑠未 有

科目のねらい

診療補助の基盤となる技術と援助を学ぶ。

授業の目標

1．診察・検査における看護の意義と役割を理解する。

2．患者に対する教育・指導の意義と目的、および指導技術の基本について理解する。

3. モデル人形を用いての静脈内採血技術が習得できる。

DPとの対

応

〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

診察の介助、検査・処置の介助

症状・生体機能管理技術の基礎知識

検体検査（尿検査・便検査・喀痰検査）

生体情報のモニタリング①（ SPO₂モニター）

講義

２

生体情報のモニタリング②(心電図検査・心電図モニター・

血管留置カテーテルモニター)

診察・検査・処置の介助技術①（ X線撮影・CT・ MRI）

３

診察・検査・処置の介助技術②（内視鏡検査・超音波検査・

肺機能検査・核医学検査）

診察・検査・処置の介助技術（穿刺）

４
検体検査(血液検査)

静脈血採血技術(駆血の実際)

５ 静脈血採血：デモンストレーション

演習

６ 静脈血採血演習

７ 看護における学習支援とその方法 講義

評価方法

筆記試験（80％） 演習（20％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる Vol.2 臨床看護技術 メディックメディア 2018

参考図書・参考文献

看護技術プラクティス 学研 2021

備考または学生への連絡

授業進度を確認しながら予習復習をしてください。
演習は原理原則をよく理解した上で、十分に練習を重ね臨んでください。



診療に伴う基本技術：基礎看護学方法論Ⅷ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ２年次前期 長内 瑠未 有

科目のねらい

健康障害時の対象の症状に応じて緩和を図るための技術と援助を学ぶ。

授業の目標

健康障害時に生じる症状について理解する

対象の症状に応じた援助技術を習得できる

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 体温の基礎知識 体温管理の技術 罨法の基礎知識 講義

２ 温罨法 冷罨法 講義

３ 罨法演習 講義・実技 実技後レポート

４
呼吸とは 呼吸の生理的メカニズム

ガス交換 呼吸のニードに関するアセスメント
講義

５ 酸素吸入療法 吸引 講義

６ 気管内加湿法（吸入法） 排痰ケア 講義

７ 体位ドレナージ演習 学生間での実技 実技後レポート

８ 一時的吸引・吸入演習、酸素ボンベの取り扱い
モデル人形を使用し

実技
実技後レポート

９ 安楽の意義   安楽を確保するための援助 講義

10 身体の安楽を促すケア 講義

11 創傷管理の基礎的知識 創傷治癒過程とは 医療用テープ 講義

12 創傷の評価方法 外用薬・ドレッシング剤・包帯法 講義・実技

13 褥瘡について 褥瘡の評価 褥瘡予防の方法 講義・実技

14 褥瘡予防の技術 講義・実技

15 まとめ  試験 試験

評価方法

体温調節の技術・呼吸を楽にする技術・安楽を確保するための技術 筆記試験（100％）

皮膚創傷を管理する技術 筆記試験（100％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 メディックメディア 2018

参考図書・参考文献

看護過程に沿った対症看護 学研 2018

看護技術プラクティス 学研 2021

備考または学生への連絡

演習で行う看護技術は実習で経験する看護技術です。患者にとって「安全安楽な看護技術」や「安楽とは」につい
て考え、確実な知識と正確な技術、倫理的配慮を学びながら習得してください。



基礎看護技術の統合

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 1年次 後期 関口 志乃 有

科目のねらい

対象の日常生活を整えるための基本的な援助技術を統合して学ぶ。

授業の目標

１．既習の知識を基に対象の情報を整理できる

２．情報を基に対象の反応を考えることができる

３．対象の日常生活を整えるための一連の援助技術を実施できる

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
看護技術とは

講義全体についてのオリエンテーション

講義

グループワーク
事前レポート作成

２

事例の情報を基に、援助計画立案

講義

グループワーク
事前レポート作成

３ グループワーク 事前レポート作成

４ グループワーク 事前レポート作成

５

技術練習

グループワーク 事前レポート提出

６ グループワーク

７ 技術試験 技術試験

リフレクション （１ｈ） グループワーク 振返りレポート

評価方法

技術試験（60％）

事前レポート（30％） 振返りレポート（ 10％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ 医学書院 2021

看護がみえる vol.1 基礎看護技術 メディックメディア 2018

看護がみえる vol.2 臨床看護技術 メディックメディア 2018

看護がみえる vol.3  フィジカルアセスメント メディックメディア 2019

参考図書・参考文献

疾患別看護過程の展開 学研 2021

備考または学生への連絡

グループでの意見交換し、技術試験に向けて計画的に事前レポートに取り組みましょう。
各自主体的に技術練習を行いながら、知識と技術の統合をはかってください。
実習に向けて、自己の課題を明確にしていきましょう。



臨床看護学総論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年次前期 平野 巳幸 有

科目のねらい

看護の対象者に共通する、健康状態および症状に応じた看護の基礎について学び、臨床に適応できるよう

に知識や技術を統合する。

授業の目標

1．疾病の経過の概念と、各経過における看護の特徴について理解できる。

2．あらゆる対象に起こりうる代表的な症状の原因、誘因およびメカニズムと成り行き、看護のポイントについて理

解できる。

DPとの対

応

〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 臨床における看護の特徴

講義

２ 看護師の臨床判断プロセス

３
疾病の経過と看護

  ①急性期 ②慢性期

４
疾病の経過と看護

  ③回復／リハビリテーション期 ④終末期

５

主要症状に応じた看護

※頭痛、呼吸困難／喀痰・咳嗽、発熱／低体温、便秘・下痢、嘔気・

嘔吐、腹部膨満など

６

主要症状に応じた看護

※腹痛、多尿・乏尿・無尿／浮腫、倦怠感、感覚障害なのある患者の

看護 など

７ 多職種の役割、多職種間との協働と連携、チーム医療の仕組み

評価方法

筆記試験（80％） 演習（20％）

教科書

系統看護学講座 基礎看護学〔 4〕 臨床看護総論 医学書院 2006

参考図書・参考文献

ナーシング・グラフィカ 基礎看護学(5) 臨床看護総論 メディカ出版 2014

新体系 看護学全書 専門分野Ⅰ 基礎看護学 臨床看護総論 メヂカルフレンド社 2019

看護過程に沿った対症看護 学研 2021

備考または学生への連絡



地域・在宅看護論Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 １年次後期 寺田 明矢子 有

科目のねらい

自分の生活している地域の特性やそこで暮らす人々の生活状況を知り、各種の社会制度や地域ケアシステムと人々

の生活との関連性を学ぶ。

授業の目標

地域での生活や療養を支える制度や社会資源について学び、住み慣れた地域で自分らしく生活することとの関連性

を理解する。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

単  元 回 授業内容 授業方法 学習課題

生活環境と健康

１
地域・在宅看護とは

地域、地域社会とは

講義

演習

フィールドワーク

２ 地域包括とは

地域理解と在宅

ケアを支える制

度・社会資源

３

生活と健康

地域の特性を捉える

(私の住むまち)

４ 地域での生活や療養を支える制度や社会資源

５
在宅療養者の理解とそれを支える社会資源の

実際(私の住むまち)

函館厚生院の関係施設学習

在宅における函館厚生院の関係施設学習

地域包括支援センター、通所系サービス、

訪問系サービス、施設型サービス
６

７ フィールドワーク発表

８ まとめ(1時間)

評価方法

演習10％、フィールドワーク発表20％、レポート70％で評価する。

教科書

ナーシング・グラフィカ 地域・在宅看護論(1)：地域療養を支えるケア メディカ出版 2022

参考図書・参考文献

随時紹介します。

備考または学生への連絡



地域・在宅看護論Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ２年次前期 寺田 明矢子 有

科目のねらい

地域・在宅看護の対象と基盤となる概念、地域包括ケアシステムにおける看護の役割について学ぶ。

授業の目標

１．日本の在宅看護が推進される社会的背景を理解する

２．在宅看護の対象者とその生活を理解する

３．在宅看護の対象者として家族を捉え、家族支援の重要性を理解する

４．地域包括ケアシステムと看護活動の実際について理解する

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

単  元 回 授業内容 授業方法 学習課題

地域・在宅看護

の概念

１ 地域・在宅看護の背景
講義

２ 地域・在宅看護の役割・機能

地域・在宅看護

の対象

３

地域・在宅看護の対象者①

地域社会における生活者としての対象者、

法制度、ライフサイクル、健康レベル 講義

個人演習

(一部グループ

演習)

個人演習

課題提出４
地域・在宅看護の対象者②

疾患、障害レベル、状態別・状況別、生活の場

５ 在宅療養における家族の捉え方

６ 在宅療養者の家族への看護

地域包括ケアシ

ステムにおける

看護の役割

７ 地域包括ケアシステムの概要

講義

８ 療養の場の移行に伴う看護

９
地域包括ケアシステムにおける多職種・

多機能連携

10
在宅看護におけるケースマネジメント、ケア

マネジメント 社会資源の理解と活用

地域における看

護活動の実際

11
地域における看護活動の実際
①地域包括支援センター、在宅看護支援センター

講義

12
地域における看護活動の実際

②行政保健(保健所・市町村)

13
地域における看護活動の実際

③学校、職域

14
地域における看護活動の実際

④訪問看護

まとめ 15
まとめ1時間

試 験1時間

評価方法

演習10％、フィールドワーク発表20％、レポート70％で評価する。

教科書

ナーシング・グラフィカ 地域・在宅看護論(1)：地域療養を支えるケア メディカ出版 2022

参考図書・参考文献

随時紹介します。

備考または学生への連絡



地域・在宅看護論Ⅲ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年次後期 高橋 陽子 有

科目のねらい

地域ケアシステムにおける在宅看護の役割と保健医療福祉サービスの連携について学習する

授業の目標

１．地域療養を支える諸制度について理解する

２．訪問看護制度の仕組みを理解する

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

単  元 回 授業内容 授業方法 学習課題

地域療養を支え

る制度

１
医療保険制度、後期高齢者医療制度

介護保険制度

講義２
生活保護制度、障害者を支援する制度、

難病療養者を支援する制度

３
小児の在宅療養を支援する制度、在宅で

活用できる権利擁護

在宅療養を

支える看護

４ 訪問看護の特徴

講義

個人演習課題提出

５ 在宅ケアを支える訪問看護ステーション

６ 訪問看護サービスの展開/訪問看護の記録

７ 在宅看護における安全と健康危機管理

８ 試験(１時間) 試験

評価方法

筆記試験100％で評価する。

教科書

ナーシング・グラフィカ 地域・在宅看護論(1)：地域療養を支えるケア メディカ出版 2022

国民衛生の動向 厚生労働統計協会 2021

参考図書・参考文献

随時紹介します。

備考または学生への連絡









成人看護学概論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 1年次後期 長内 瑠未 有

科目のねらい

成人期の成長発達、身体機能の特徴と成人の生活について学ぶ。また、成人期に見られる健康障害を生活との関

連から理解し、看護に必要となる概念について学ぶ。

授業の目標

1．成人看護学の基本的な考え方と他の看護領域との関連を理解できる。

2．成人の身体的・心理的・社会的特徴を理解できる。

3．成人の生活の特徴と健康問題について理解できる。

4．成人保健の動向に関連した保健対策の現状について理解できる。

5．様々な健康レベルにある対象の特徴を知り、健康レベルに応じた看護の特徴を理解できる。

6．成人看護に有効な理論の概略について理解できる。

DPとの対応
◎ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

○ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ １．成人看護学の概念と構成 講義

２

２．成人期にある人の理解

①ライフサイクルにおける成人期

②成人期の成長発達・発達課題 講義・グループワーク

グループワーク

（３回～４回）

グループワーク（発表）

３
③成人各期の特徴、健康問題 ④成人の生活

（ 身近な成人期にある人々へのインタビュー）

４ ③成人各期の特徴、健康問題 ④成人の生活

５ ③成人各期の特徴、健康問題 ④成人の生活

６ ③成人各期の特徴、健康問題 ④成人の生活

７
３．成人期にみられる健康問題

①生活習慣に関連する健康問題と対策

講義

８
①生活習慣に関連する健康問題と対策

②ワークライフバランスに関連する健康問題と対策

９ ②ワークライフバランスに関連する健康問題と対策

10

４．成人保健・健康の動向と対策

①ヘルスプロモーション

②保健・医療・福祉チームとの連携・協働と看護の役割

③継続看護

11
５．成人の健康レベルに応じた看護の特徴と有用な概念

1)①慢性期・回復期  

12 ②急性期 ③終末期

13 2)①アンドラゴジー ②エンパワメント ③痛みの軌跡   

14 ④セルフケア ⑤危機 ⑥適応 ⑦自己効力

15 成人期のまとめ

評価方法

筆記試験100％ 学習態度・姿勢により筆記試験の評価から減点法とします。（ 1回につき1点減点）

教科書

専門分野Ⅱ 成人看護学 成人看護学概論／成人保健，メヂカルフレンド社，2022．

参考図書・参考文献

①新体系 看護学全書 経過別成人看護学 慢性期看護 メヂカルフレンド社 2022．

②新体系 看護学全書 経過別成人看護学 急性期看護：クリティカルケア メヂカルフレンド社 2022．

③新体系 看護学全書 経過別成人看護学 周術期看護 メヂカルフレンド社 2022．

④新体系 看護学全書 終末期看護：エンド・オブ・ライフ・ケア，メヂカルフレンド社 2022．

⑤公衆衛生がみえる，メディック・メディア，2021  ⑥国民衛生の動向，厚生労働統計協会，2022

備考または学生への連絡

成人である自己を理解するとともに、自分の周囲の青年期から向老期の人々の成長・発達、健康、生活に関心を向
けて学習を深めて下さい。成人看護学方法論Ⅰ～Ⅴ、成人・老年看護学実習の基盤となる考え方を学びます。



成人看護学方法論Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 1年後期 梅木 恵 他 有

科目のねらい

慢性疾患など長期にわたりコントロールを必要とする対象及び家族の特徴を理解し、患者および家族に対するセル

フケアの促進や慢性的経過をたどる疾患との共存を支える看護について理解する。

授業の目標

主要な慢性疾患患者と家族に対してセルフケアを促し、慢性疾患との共存を支える援助、看護について理解できる。

DPとの対応
○ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
１．循環機能障害のある患者の看護

１）患者の特徴とアセスメント ２）主要な症状と看護

講義

グループ

ワーク

２
３）心筋梗塞患者の看護

①アセスメント、検査・治療に伴う看護 ②セルフケアの促進に向けた看護

３
４）心臓カテーテル検査と検査前・中・後の看護

５）ペースメーカー挿入患者への看護

４
６）心臓リハビリテーションと日常生活指導

７）危険因子への対応

５
２．呼吸機能障害のある患者の看護

１）患者の特徴とアセスメント ２）主要な症状と看護  

講義

グループ

ワーク

６

３）肺癌の種類

４）肺癌患者の看護

①アセスメント、検査・治療に伴う看護 ②セルフケアの促進に向けた看護

７ ③外科療法・化学療法・放射線療法に伴う看護

８

５）慢性閉塞性肺疾患患者の看護

①アセスメント、検査・治療に伴う看護 ②セルフケアの促進に向けた看護

６）肺疾患患者の看護

９ ７）在宅酸素療法時の看護（ 1h）

10
３．肝機能障害のある患者の看護

１）患者の特徴とアセスメント ２）主要な症状と看護  

講義

グループ

ワーク

11
３）急性・慢性肝炎患者の看護（インターフェロン療法）

①アセスメント、検査・治療に伴う看護 ②セルフケアの促進に向けた看護

12

４）肝硬変患者の看護

①アセスメント、検査・治療に伴う看護（肝生検含む）

②セルフケアの促進に向けた看護          ※事例

13
５）肝がん患者の看護（肝動脈塞栓療法）

①アセスメント、検査・治療に伴う看護 ②セルフケアの促進に向けた看護

14

４．消化・吸収障害のある患者の看護  

１）患者の特徴とアセスメント  ２）主要な症状と看護  

３）胃・十二指腸疾患患者の看護 ４）胃がん患者の看護

評価方法

筆記試験（100％） 3回

教科書

①系統看護学講座 成人看護学[2] 呼吸器 医学書院 2021

②系統看護学講座 成人看護学[3] 循環器 医学書院 2021

③系統看護学講座 成人看護学[5] 消化器 医学書院 2021

④新体系 看護学全書 経過別成人看護学 慢性期看護 メヂカルフレンド社 2022

参考図書・参考文献

講義の中でその都度提示します。

備考または学生への連絡

実習で活用できる知識が多くあります。しっかり学習し、実習で活かせるよう取り組んでください。



成人看護学方法論Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 1年後期 鈴木 真由美 他 有

科目のねらい

１．慢性疾患など長期にわたりコントロールを必要とする対象及び家族の特徴を理解し、患者および家族に対するセルフケア

の促進や慢性的経過をたどる疾患との共存を支える看護について理解する。

２．回復期におけるセルフケアの低下状態にある対象について理解し、回復段階に合わせて心身の回復とセルフケアの再獲得

を支援する看護について学ぶ。

授業の目標

１）主要な慢性疾患患者と家族に対してセルフケアを促し、慢性疾患との共存を支える援助、看護について理解できる。

２）①主要な機能障害における回復期の患者の特徴と、看護の役割と方法が理解できる。

②回復段階に合わせて回復を促す具体的な看護の方法が理解できる。

DPとの対応
○ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
１．糖代謝障害のある患者の看護

１）糖尿病患者の看護  ①検査・治療に伴う看護

②アセスメント ③主な症状に対する看護 ④フットケア 講義

演習
２

２）セルフマネジメントとケア

①食事・運動療法の指導 ②糖尿病の合併症予防と生活指導

３ ３）自己血糖測定演習

４
２．腎機能障害のある患者の看護

１）腎不全患者の看護

①検査に伴う看護 ②急性腎不全・慢性腎不全の治療と看護 講義
５ ③アセスメント ④主な症状に対する看護

６ ２）セルフマネジメントとケア（血液透析、腹膜透析の管理）

７
１．脳・神経疾患患者の概況と看護

１）患者の特徴とアセスメント ２）疾患をもつ患者の経過と看護

３）主要な検査、症状・障害と看護 ①意識障害、言語障害、運動麻痺

講義

演習

８ ②運動失調・不随意運動、痙攣、筋力低下、感覚障害、嚥下障害、排泄障害

９
４）クモ膜下出血患者の看護    ５）脳梗塞患者の看護

①アセスメント、検査・治療に伴う看護（薬物、リハビリテーション含む）

②セルフケアを再獲得し適応するための看護

10 ６）脳腫瘍患者の看護

11
２．運動機能障害のある患者の看護（骨・関節）

１）患者の特徴とアセスメント

２）主要な検査、症状、治療処置と看護（骨折、牽引、固定含む）

講義

12
３）上肢・下肢の骨折、骨折の合併症

①アセスメント、検査・治療に伴う看護、主な症状に対する看護

13

４）変形性関節症患者の看護

①アセスメント、検査・治療に伴う看護、主な症状に対する看護

②セルフケアを再獲得し適応するための看護

５）関節リウマチ患者の看護

14

６）運動器疾患における周手術期から回復期の看護（リハビリテーション含む）

７）運動機能障害のある患者の看護（脊髄・脊椎）

①脊椎圧迫骨折 ②脊髄損傷患者の看護

③腰椎椎間板ヘルニア患者の看護 ④頸椎・腰椎疾患患者の看護

評価方法

筆記試験（100％）2回

教科書

①系統看護学講座 成人看護学[6] 内分泌・代謝 医学書院 2021

②系統看護学講座 成人看護学[7] 脳・神経 医学書院 2021

③系統看護学講座 成人看護学[8] 腎・泌尿器 医学書院 2021

④系統看護学講座 成人看護学[10] 運動器 医学書院 2021

⑤新体系 看護学全書 経過別成人看護学 慢性期看護，メヂカルフレンド社，2022．

参考図書・参考文献

講義の中でその都度提示します。

備考または学生への連絡

実習で活用できる知識が多くあります。しっかり学習し、実習で活かせるよう取り組んでください。



成人看護学方法論Ⅲ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ２年前期 小田 あかね 他 有

科目のねらい

急性期にある対象やがんにより危機状況にある患者・家族の特徴について理解し、危機を脱して患者と家族が主体

的に生きるための看護について学ぶ。また、代表的な周手術期の特徴と看護、化学療法・放射線療法をうける患者

の看護について学ぶ。

授業の目標

1．救急看護、集中治療を受ける患者の看護について理解できる。

2．手術療法を受ける患者の看護（手術前、手術中、手術後）について理解できる。

3．手術療法を受ける患者の看護の実際について理解できる。

4．化学療法・放射線療法をうける患者の看護について理解することができる。

DPとの対応
○ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
１．救急看護の特徴

１）救急患者とその家族の特徴
講義２ ２）ICU入室患者の特徴と看護

３ ２．救命救急・集中治療を必要とする患者の看護

４
３．手術を受ける患者の理解

１）周手術期看護の概要と手術侵襲による生体反応
講義５ ２）手術中の看護

６ ３）手術後の看護（３ｈ）

７ ４．手術療法を受ける患者の看護の実際

１）性・生殖器機能障害で手術を受ける患者の看護（術前・術後、退院までの看護）

①乳腺疾患患者の看護

講義

８

９ ２）消化機能障害で手術を受ける患者の看護（術前・術後、退院までの看護）

①人工肛門造設術を受ける患者の看護

②胃切除術を受ける患者の看護

３）術後の機能障害や生活制限への看護

  ①ボディイメージの変容への支援

  ②退院調整  ③機能訓練  ④セルフケア能力の獲得

（※ 11回目１ｈ）

10

11

12

５．がん看護

１）がん患者の抱える苦痛 ２）がん患者の生活上の困難

３）意思決定支援 ４）がん患者の社会参加への支援

５）手術療法を受ける患者の看護 講義

13 ６）化学療法を受ける患者の看護

14 ７）放射線療法を受ける患者の看護 ８）外来看護

評価方法

筆記試験（100％） 試験2回

教科書

①系統看護学講座 別巻 臨床外科看護学総論 医学書院 2021

②系統看護学講座 別巻 臨床外科看護学各論 医学書院 2021

③系統看護学講座 成人看護学[5] 消化器 医学書院 2021

④系統看護学講座 成人看護学[9] 女性生殖器 医学書院 2021

⑤系統看護学講座 別巻 がん看護学 医学書院 2021

⑥新体系 看護学全書 経過別成人看護学 急性期看護：クリティカルケア，メヂカルフレンド社，2022

参考図書・参考文献

講義の中でその都度提示します

備考または学生への連絡

実習で活用できる知識が多くあります。しっかり学習し、実習で活用できるように取り組んで下さい。



成人看護学方法論Ⅳ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年前期 寺田 明矢子・長内 瑠未 有

科目のねらい

事例を用い、成人期の対象と看護の理解を深める。さらに、成人看護学で活用される技術の演習を実施することに

より、看護実践の基礎能力を高める。

授業の目標

１．成人期の状態に応じた看護が事例を通して理解できる。

２．事例の健康状態における代表的な看護技術が演習を通して理解できる。

DPとの対応
○ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 ○ 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
１.慢性期にある患者の状態に応じた看護の事例展開

１）アセスメント、関連図、看護計画

講義

グループワーク

２ １）アセスメント、関連図、看護計画 グループワーク

３ ２）患者教育のグループ発表
グループワーク

発表

４
２.周手術期にある患者の状態に応じた看護の事例展開

１）アセスメント、関連図、看護計画

講義

グループワーク

５ ２）術後１日目、術後４日目のアセスメント、看護計画 グループワーク

６ ３）術後１日目、術後４日目のアセスメント、看護計画 グループワーク

７

４）看護計画に基づく看護

①術直後の観察 ②早期離床 ③術創・ドレーンの管理

④退院指導

演習・発表

評価方法

事例展開課題レポート、演習課題レポート、講義・演習参加状況により総合的に評価する。

教科書

系統看護学講座 別巻 臨床外科看護学総論 医学書院 2021

系統看護学講座 別巻 臨床外科看護学各論 医学書院 2021

参考図書・参考文献

講義の中でその都度提示します。

備考または学生への連絡

実習で活用できる知識が多くあります。しっかり学習し、実習で活用できるように取り組んで下さい。



成人看護学方法論Ⅴ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 3年次前期

科目のねらい

終末期ケアを必要とする患者および家族の特徴を理解し、その状況に応じた看護について学ぶ。

授業の目標

1．終末期にある対象の全人的苦痛について理解できる。

2．終末期にある患者の特徴を理解し、様々な治療法と看護について理解できる。

3．終末期にある対象の家族ケアについて理解できる。

4．看取りのケアについて理解できる。

DPとの対応
○ 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

１.緩和ケア、終末期看護の概要

１）緩和ケアの歴史と現状  

２）緩和ケアの理念

３）チームアプローチ  

講義

２

２．緩和ケアにおける倫理

１）生命倫理と看護倫理

２）意思決定支援

３）緩和ケアをめぐる倫理的課題

３ ３.がんの痛みのある患者の看護

４

４.終末期にある患者の特徴と援助

１）全人的苦痛、死の受容過程

２）身体症状のマネジメントとケア

（疼痛コントロール、その他の主要な症状）

５

３）精神・社会的ケア、スピリチュアルケア

４）日常生活援助

５）家族ケア

６

５.緩和ケアにおけるコミュニケーション

６．療養の場の広がり

１）病院、施設における看護

２）在宅における看護

７

７. 臨死期のケア

８．悪性腫瘍における緩和ケア

１）事例に基づいた終末期患者の看護

評価方法

筆記試験（100％） 1回

教科書

系統看護学講座 別巻 緩和ケア 医学書院 2021

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

参考図書・参考文献

講義の中でその都度提示します。

備考または学生への連絡

実習で活用できる知識が多くあります。しっかり学習し、実習で活用できるように取り組んで下さい。



老年看護学概論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 １年次後期 中村 英恵 有

科目のねらい

老年期の理解、高齢者看護の基本、高齢社会の保健医療福祉対策の動向と現状について学ぶ。

授業の目標

・高齢者の特徴と健康、QOLについて理解する。

・高齢者看護の基本について理解する。

・高齢者と家族・支える制度や社会資源等、高齢者のとりまく社会について理解する。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 〇 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 高齢者とは 高齢者の特徴と理解、 高齢者にとっての健康

講義

２ 高齢者の自立を妨げる要因  高齢者とQOL

３
加齢に伴う変化
身体機能の生理的変化 心理・精神機能の変化 社会的機能の変化

４ 高齢者の生活と家族

５ 高齢者看護の基本

６ 高齢者看護に関わる諸理論

７
高齢者看護における倫理
高齢者虐待、身体拘束、成年後見制度、事前指示、性  

８ 高齢者疑似体験 演習 高齢者インタビュー

９ 高齢者に対するフィジカルアセスメント

講義

10 高齢者看護におけるチームアプローチ、リスクマネジメント

11
高齢者看護の特性
高齢者看護に関わる諸理論  

12
高齢者を支える制度
高齢者の医療の確保に関する法律に基づく制度
公的年金制度 生活保護 成年後見制度 日常生活自立支援事業

13 介護保険制度

14

高齢者を支える社会資源
介護保険制度 社会資源とは ケアマネジメント
地域包括ケア
介護保健施設 介護老人福士施設、介護老人保健施設、介護療養型
地域密着型サービス 小規模多機能型居宅介護 デイサービス・デイケア

15 まとめ

評価方法

高齢者疑似体験：15％  高齢者インタビュー：5％  筆記試験：80％

教科書

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(1)：高齢者の健康と障害 メディカ出版 2021

参考図書・参考文献

国民衛生の動向 厚生労働統計協会 2021  

公衆衛生が見える メディックメディア 2021

備考または学生への連絡

統計的な知識や老年看護学の基盤になることを学んでいきます。毎回の知識を積み重ねて欲しいと思います。



老年看護学方法論Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 １５時間 ２年次前期 國谷 清美 有

科目のねらい

高齢者の残存能力や残存機能を活用して自立に向けた日常生活援助について学ぶ。

授業の目標

高齢者の身体的特徴を理解した上でアセスメントし、援助方法について理解できる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

生活を支える看護  

コミュニケーション

セクシャリティ

住まい、社会参加

講義

２
食生活を支ええる看護

食事、脱水、摂食嚥下

３
排泄を支える看護
排泄、失禁、便秘、下痢

４

清潔・衣生活を支える看護
清潔・衣生活
瘙痒（かゆみ）
痛み・しびれ
感染症

５

活動・休息を支える看護
活動と休息
視覚・聴覚の障害、
肝機能障害
めまい

６

活動・休息を支える看護
低体温・熱中症

睡眠、睡眠障害

７
歩行・移動を支える看護
歩行・移動、廃用症候群、
骨粗鬆症、骨折、褥瘡

評価方法

筆記試験 100％

教科書

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(1)：高齢者の健康と障害 メディカ出版 2021

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(2)：高齢者看護の実践 メディカ出版 2021

参考図書・参考文献

写真でわかる高齢者ケアアドバンス インターメディカ 2020

備考または学生への連絡

老年看護学概論の知識を基にしながら援助方法について理解し、実習で活かせるようにしてください。



老年看護学方法論Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ２年次後期

科目のねらい

老年期にある対象の健康障害の特徴と高齢者の健康を支える看護について学ぶ

授業の目標

・高齢者の疾患の特徴を理解できる。

・認知症・うつ・せん妄、治療を受ける高齢者の看護について理解できる。

・高齢者の終末期看護について理解できる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
高齢者によくみられる疾患

高齢者におこりやすい疾患の特徴       

講義
２ 呼吸・循環機能障害を支える看護

肺炎、慢性併読性肺疾患（COPD）、

高血圧、脳卒中、不整脈、心不全         ３

４
高齢者に特徴的な症状・疾患を支える看護   

５

６
認知症・うつ・せん妄の看護

講義

７

８
治療を受ける高齢者の看護
行動制限

９
終末期の看護
認知症高齢者の終末期ケア  

10 災害時の高齢者看護

11
治療を受ける高齢者の看護
薬物療法  手術療法

講義

12
治療を受ける高齢者の看護
リハビリテーション

13
治療を受ける高齢者の看護
診察・検査  入院、退院

14
終末期の看護
終末期看護の実践
看取りを終えた家族への看護

15 試験

評価方法

筆記試験（100％）3回

教科書

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(1)：高齢者の健康と障害 メディカ出版 2021

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(2)：高齢者看護の実践 メディカ出版 2021

参考図書・参考文献

写真でわかる高齢者ケアアドバンス インターメディカ 2020

備考または学生への連絡

実習では高齢者との関わりが多くなります。高齢者の疾患の特徴を理解し実習で活かせるように取り組んでくださ
い。



老年看護学方法論Ⅲ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 １５時間 ３年次前期 國谷 清美 有

科目のねらい

事例学習を通して認知症高齢者を理解することができる。

授業の目標

認知症高齢者について事例展開・ロールプレイを通して理解を深める。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 事例展開の要項説明  認知症について復習
講義

個人演習

個人演習

課題提出

２ 情報の分類・整理・アセスメント
講義

グループ演習
グループ演習記録提出

３ 情報の分類・整理、アセスメント、期待する結果、具体的計画
講義

グループ演習
グループ演習記録提出

４ アセスメント、期待する結果、具体的計画 グループ演習 グループ演習記録提出

５
ロールプレイについて

期待する結果、具体的計画

講義

グループ演習
グループ演習記録提出

６ ロールプレイで発表する準備 資料印刷・拝具 グループ演習 グループ演習記録提出

７ ロールプレイ発表・評価
ロールプレイ

グループ演習

グループ演習記録提出

個人レポート提出

評価方法

グループワークの取り組み（課題提出、ロールプレイ発表内容、グループとしての取り組み）： 50%

個人の取り組み（個人演習内容、レポート内容、グループワーク参加姿勢・態度、出席状況）： 50％

教科書

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(1)：高齢者の健康と障害 メディカ出版 2021

ナーシング・グラフィカ 老年看護学(2)：高齢者看護の実践 メディカ出版 2021

参考図書・参考文献

写真でわかる高齢者ケアアドバンス インターメディカ 2020

備考または学生への連絡

認知症の理解を深め、対象のQOLを考えて計画立案してください。
１人１人が主体的に取り組んで欲しいと思います。



小児看護学概論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ２年次前期 石毛 紗智 有

科目のねらい

小児看護の理念、歴史と意義、子どもの権利について学び、子どもの権利を擁護する小児看護のあり方を学ぶ。

子どもの健康問題や子どもを取り巻く社会・医療の現状と課題、子どもの法律・施策について学び、小児看護のも

つ課題について考える。

小児看護で用いられる理論や子どもの成長発達について学び、子どもやその家族を理解することにより、子どもと

家族の発達課題、成長発達を支援する看護実践へつなげられる知識とする。

授業の目標

・小児看護の理念、家族とともに子どもの権利を擁護する小児看護の考え方を学ぶ。

・子どもの健康問題や子どもを取り巻く社会・医療を理解し、小児看護の課題について学ぶ。

・看護理論を活用して子どもとその家族を理解する能力を習得する。

・子どもの成長発達の特徴を理解し、発育・発達の評価について学ぶ。

・子どもの成長発達の特徴を理解し、日常生活の援助に必要な知識と支援について学ぶ。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 〇 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 小児看護とは、小児看護の歴史と意義、子どもの権利と看護 講義を基本とし、

授業内容により

演習となる。

授業内容により

・レポートあり

・視覚教材使用

(ＶＨＳ・ＤＶＤ )

・練習問題実施

２ 小児看護と法律・施策

３ 小児看護で用いられる理論

４
成長発達の原則、乳児期の子どもの成長・発達と看護

５

６
幼児期の子どもの成長・発達と看護

７

８
日常生活援助の実際(食事、排泄、清潔)

９

10 日常生活援助の実際(遊び)

11 学童期の子どもの成長・発達と看護

12 思春期の人々の成長・発達と看護、発育の評価

13 日常生活援助の実際(援助関係を形成する技術)

14 日常生活援助の実際(安心・安楽な環境を調整する技術)

15 まとめ

評価方法

筆記試験（80％） レポート（ 20％）

教科書

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(1)：小児の発達と看護 メディカ出版 2019

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(2)：小児看護技術 メディカ出版 2019

参考図書・参考文献

写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメディカ 2020

国民衛生の動向 厚生労働統計協会 2021

公衆衛生がみえる メディックメディア2020

備考または学生への連絡

予習においては教科書の該当ページを熟読するとともに、理解できない個所を明確にする。また、関連動画がある
場合は視聴する。復習においては教科書、講義資料、参考文献などを用いて、学習した内容を整理し、ノートまと
めを通して理解を深める。



小児看護学方法論Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 １５時間 ２年次後期 石毛 紗智 有

科目のねらい

健康を障害された子どもとその家族について学び、子どもとその家族を一つの単位として捉えることにより、健康

レベルや生活背景に応じた日常生活の過ごし方、援助方法について学ぶ。

授業の目標

・健康を害することが子どもや家族にとってどのような体験なのかがわかる。

・健康障害を持つ子どもや家族への看護について、基本的な考え方や理論に基づき、実際に行われる看護がわかる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 健康障害や入院が子どもと家族の及ぼす影響と看護

講義

２ 急性期にある子どもと家族へのアセスメントと看護

(発熱、脱水、けいれん、呼吸困難、嘔吐・下痢、生命徴候が危険

な状況)３

４ 慢性期にある子どもと家族への看護

５
検査や処置を受ける子どもと家族への看護、

手術を受ける子どもと家族への看護
講義

６ 終末期にある子どもと家族への看護

講義

７ 被虐待児と家族への看護(1ｈ)

評価方法

筆記試験（100％）

教科書

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(1)：小児の発達と看護 メディカ出版 2019

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(2)：小児看護技術 メディカ出版 2019

写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメディカ 2020

参考図書・参考文献

病態・治療論［14］ 小児疾患 南江堂 2019

備考または学生への連絡

予習においては教科書の該当ページを熟読するとともに、理解できない個所を明確にする。また、関連動画がある
場合は視聴する。復習においては教科書、講義資料、参考文献などを用いて、学習した内容を整理し、ノートまと
めを通して理解を深める。また、小児看護学実習に活用できるよう、既習知識と照らし合わせ、文献活用をした上
で演習に取り組んで下さい。



小児看護学方法論Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ２年次後期 佐々木 真樹 他 有

科目のねらい

子どもの身体のしくみと生理の特徴を捉えながら、小児期に多い健康障害（疾病）と症状および治療について学ぶ。

授業の目標

・子どもの身体的・生理的特徴を捉え、主な小児疾患の病態生理および症状、治療が理解できる。

・子どもの発達障害と起こりやすい健康問題が理解できる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

染色体異常による疾患

(先天異常、染色体異常、遺伝カウンセリング)

新生児の身体的・生理的特徴と新生児の疾患

(新生児仮死、RDS、新生児黄疸)

講義

教本①

２ 子どもの身体的・生理的特徴と感染症

(ウイルス感染、細菌感染、寄生虫感染)

子どもの消化器の特徴と消化器疾患

(上部消化管疾患、下部消化管疾患、肝臓・胆道疾患)

３

４

５
子どもの呼吸器の特徴と呼吸器疾患(急性上気道炎、急性咽頭・扁桃炎、

クループ症候群、気管支炎、肺炎、気胸)

６
子どもの循環器の特徴と循環器疾患

(先天性心疾患、その他循環器疾患)

７
子どもの内分泌系の特徴と代謝性疾患(糖尿病)、内分泌疾患(成長ホル

モン分泌不全性低身長症、尿崩症、甲状腺機能低下症)

８
子どもの免疫系の特徴と免疫疾患(若年性突発性感染炎)、

アレルギー疾患(気管支喘息、食物アレルギー)

９
子どもの腎・泌尿器の特徴と腎・泌尿器疾患(糸球体腎炎、ネフローゼ

症候群、水腎症、尿路感染症)

10 子どものがんの特徴と腫瘍疾患(小児がん総論、神経芽腫)、

血液疾患(貧血、出血性疾患、白血病、悪性リンパ腫)11

12
子どもの脳神経系の特徴と脳神経疾患(熱性けいれん、てんかん、

脳性麻痺、髄膜炎、急性脳症・脳炎、小児期水頭症)

13
子どもの精神の特徴と神経・精神・社会問題(虐待、発達障害、

摂食障害、不登校)

14
子どもの事故・外傷の特徴と救命救急(主な事故・外傷と処置、

救急救命法)

教本①②

演習あり

15
子どもの診察の特徴、子どもの検査(検査の実際と鎮静)、

子どもの薬物療法 (1ｈ)
教本①

評価方法

筆記試験（100％）2回

教科書

①病態・治療論［14］ 小児疾患 南江堂 2019

②ナーシング・グラフィカ 小児看護学(1)：小児の発達と看護 メディカ出版 2019

参考図書・参考文献

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(2)：小児看護技術 メディカ出版 2019

備考または学生への連絡



小児看護学方法論Ⅲ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ３年次前期

科目のねらい

健康を障害された子どもとその家族を理解し、子どもに安全で安楽なケアを提供するための科学的根拠に基づいた

看護実践能力を習得する。

授業の目標

・あらゆる年齢、健康レベルにある子どもが主体となって、治療、検査、処置に取り組むための看護を学ぶ。

・子どもの最善の利益、倫理的配慮に基づいた看護の実践が分かる。

・健康障害をもつ子どもとその家族の看護援助を、理論に基づき考えられる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
外来における子どもと家族への看護、在宅における子どもと家族への

看護

講義 授業内容により、

練習問題実施

２ 災害を受けた子どもと家族への看護(1ｈ)

３
集中治療を受けている子どもと家族への看護

(ファロー四徴症の事例)

講義

４ ハイリスク新生児と家族への看護

５
先天的な健康問題をもつ子どもと家族への看護

(二分脊椎の事例)

６ 心身障害のある子どもと家族への看護(脳性まひの事例)

７ 痛みのある子どもと家族への看護(急性リンパ性白血病の事例)

８

在宅で終末期を迎えている子どもと家族への看護、

(小児がんの事例)

成人への移行期にある健康障害をもつ子どもと家族への看護

(1型糖尿病の事例)

９
呼吸・循環を整える技術

(酸素療法、鼻口腔内吸引、吸入、体位ドレナージ、体温の調整)

講義

10
与薬の技術

(与薬に必要な基礎知識、経口薬、坐薬、注射、輸液管理)

講義

11 症状・生体機能の管理技術

(バイタルサインの測定、検体の採取、検査、身体計測)12

13 プリパレーションの基礎知識とその実際

14 事例展開

15 事例展開

評価方法

筆記試験（70％）、事例課題 (30％)

教科書

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(1)：小児の発達と看護 メディカ出版 2019

病態・治療論［14］ 小児疾患 南江堂 2019

参考図書・参考文献

ナーシング・グラフィカ 小児看護学(2)：小児看護技術 メディカ出版 2019

写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメディカ 2020

備考または学生への連絡

予習においては教科書の該当ページを熟読するとともに、理解できない個所を明確にする。また、関連動画がある
場合は視聴する。復習においては教科書、講義資料、参考文献などを用いて、学習した内容を整理し、ノートまと
めを通して理解を深める。



母性看護学概論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ２年次前期 五島 真理子 有

科目のねらい

女性のライフサイクルにおける性と生殖の側面からみた健康課題について、多様な価値観を考慮した看護を考える視点を学

ぶ。また、「生命と人権」、「いのちの誕生」、「性と生殖に関する健康と権利」を尊重した看護実践につながるよう、その基盤を

学習し考える機会とする。

授業の目標

1. 母性看護の対象への統合的な理解につながる様、その基盤となる概念を学ぶ。

2. 母性看護の対象への社会資源を考慮した看護につながる様、母子を取り巻く社会の変遷と現状を学ぶ。

3. 母性看護の対象への倫理的な判断、生命の尊厳につながる様、母子を多様な価値観から理解する。

4. 女性のライフサイクルにおける性と生殖に関する健康問題とその看護の概要を学ぶ。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
母性看護の対象と基盤となる概念

（母親になること、愛着、 ボンディングと親子相互作用、女性を中心

としたケア、家族を中心としたケア）

講義

授業内容によりレポ

ート課題等の提示を

する

２
母性看護の実践を支える概念

（ヘルスプロモーション、 エンパワメント、ウェルネス、セルフケア）

リプロダクティブヘルスに関する概念

講義

３
生殖に関する生理（ヒトの発生・性分化 第二次性徴 性周期

性機能の発達 妊娠のメカニズム）
講義

４
セクシャリティとジェンダー

生殖における健康問題と看護〔1〕（月経異常）
講義

５
生殖における健康問題と看護〔2〕

(性感染症(STI)・人工妊娠中絶・家族計画)
講義

６ 生殖における健康問題と看護〔3〕（不妊症） 講義

７ 生殖における健康問題と看護〔4〕（女性生殖器腫瘍） 講義

８
加齢とホルモンの変化（ 更年期・老年期女性の身体的・心理的・社会的特

徴と健康課題）
講義

９ リプロダクティブヘルスに関連する動向 講義

10
リプロダクティブヘルスに関連する法や施策と支援〔1〕

(母子保健に関する法律、女性の就労に関する法律、子育て支援)
講義

11
リプロダクティブヘルスに関連する法や施策と支援〔2〕

(暴力・虐待の防止に関する法律と支援、周産期医療システム)
講義

12 いのちの誕生をめぐるグループ討議① 演習

13 いのちの誕生をめぐるグループ討議② 演習

14 グループ討議発表・まとめ 演習

15
特殊なニーズを持つ妊産婦への支援

(特定妊婦、不妊治療後、外国人妊産婦）
講義

評価方法

レポート・演習発表 20％  筆記試験  80％

教科書

ナーシング・グラフィカ 母性看護学(1)：概論・リプロダクティブヘルスと看護 メディカ出版 2022

ナーシング・グラフィカ 母性看護学(2)：母性看護の実践 メディカ出版 2022

参考図書・参考文献

公衆衛生がみえる 2020－2021 メディックメディア 2020

その他、初回オリエンテーション時と、そのつど提示する。または適宜資料を配布する。

備考または学生への連絡

母性看護学は女性の生涯を通じての健康支援に関与する学問です。当科目に続く母性看護学方法論Ⅰ･Ⅱ・Ⅲと、関連性・連続
性を持って授業内容の理解を深めることを期待します。



母性看護学方法論Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ２年次後期

科目のねらい

女性のライフサイクルの周産期に焦点をあて、正常な妊娠の成立から産褥までの生理的変化と健康問題を理解し、

周産期のケアに必要な援助について学ぶ。

授業の目標

1.周産期にある妊産褥婦の身体的・心理的・社会的特徴の正常な経過および健康問題が理解できる。

2.周産期にある妊産褥婦と、取り巻く家族に必要な看護が理解できる。

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 妊娠期の看護〔1〕身体的・心理的・社会的特徴 22H 講義

テキスト②③
２ 妊娠期の看護〔2〕妊婦と胎児の健康と生活のアセスメント

３ 妊娠期の看護〔3〕妊婦と家族への看護

４
妊娠期の看護〔4〕ハイリスク妊婦、異常のある妊婦の看護
(ハイリスク妊娠、不育症、感染症、常位胎盤早期剥離、前置胎盤、妊娠高血圧症候

群、妊娠糖尿病、妊娠貧血、妊娠悪阻､多胎、高齢妊娠・若年妊娠・胎児機能不全)

５ 分娩期の看護〔1〕分娩の要素・分娩の経過

６ 分娩期の看護〔2〕産婦・胎児・家族のアセスメント

７ 分娩期の看護〔3〕分娩期の看護の実際・産婦と家族への看護

８
分娩期の看護〔4〕異常のある産婦の看護
(前期破水、帝王切開術、分娩時異常出血、胎児機能不全、陣痛異常(微弱陣痛、過強

陣痛)

９ 産褥期の看護〔1〕産褥経過 褥婦のアセスメント

10 産褥期の看護〔2〕褥婦と家族への看護 施設退院後の看護

11
産褥期の看護〔3〕異常のある褥婦の看護
(帝王切開術後、子宮復古不全、産褥熱、乳腺炎、尿路感染、排尿障害、産後精神障

害、流産・死産後の女性と家族、先天異常・障害をもつ新生児の家族)

12
妊娠・分娩・産褥の異常〔1〕妊娠期の健康問題
(ハイリスク妊娠、不育症、感染症、常位胎盤早期剥離、前置胎盤、妊娠高血圧症候

群、妊娠糖尿病、妊娠貧血、妊娠悪阻､多胎、高齢妊娠・若年妊娠・胎児機能不全)

講義

テキスト②

13
妊娠・分娩・産褥の異常〔2〕分娩期の健康問題
(前期破水、帝王切開術、分娩時異常出血、胎児機能不全、陣痛異常(微弱陣痛、過強

陣痛)

14
妊娠・分娩・産褥の異常〔3〕産褥期の健康問題
(帝王切開術後、子宮復古不全、産褥熱、乳腺炎、尿路感染、排尿障害、

産後精神障害)

15 試験（1ｈ×2回）

評価方法

筆記試験（ 100％）2回

教科書

ナーシング・グラフィカ 母性看護学(2)：母性看護の実践 メディカ出版 2022

周産期ケアマニュアル サイオ出版 2020

参考図書・参考文献

病気がみえる vol.10  産科 メディックメディア 2018

ほか、随時紹介する。

備考または学生への連絡

妊娠・分娩・産褥は連続し、かつ非妊時からの健康もその経過に影響し、さらに新生児の健康にも影響します。そ
のため、母性看護学概論・方法論Ⅱ・Ⅲと連続性・関連性を念頭に学習に臨んで下さい。



母性看護学方法論Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 １５時間 ２年次後期 五島 真理子 有

科目のねらい

出生は胎児から新生児へ、すなわち子宮内生活から子宮外生活（胎外生活、胎外環境）への大きな変化である。

この講義では、新生児が子宮外生活にどのように適応していくのかを理解し、フィジカル・アセスメントに必要な

知識を学ぶ。さらに、新生児に起こりやすい病態を理解し、新生児のハイリスク因子のアセスメントに必要な知識

を学ぶ。

授業の目標

1. 新生児の子宮内生活から子宮外生活（胎外生活、胎外環境）への適応生理を理解する。

2. 新生児の出生直後、24時間以降のフィジカル・アセスメントの視点を理解する。

3. 新生児が子宮内生活から子宮外生活へ適応する時期に起こりやすい病態とその看護を理解する。

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

オリエンテーション

新生児ケアの視点

新生児の分類と特徴

２
新生児の適応生理とアセスメント〔１〕

  子宮外適応現象

３

新生児の適応生理とアセスメント〔２〕

  呼吸器系

  循環器系

４

新生児の適応生理とアセスメント〔４〕

  体温調節

消化器系

５
新生児の適応生理とアセスメント〔５〕

  肝機能 水・電解質バランスと腎機能 反射

６

フィジカル・アセスメントの視点

出生時のケア

出生後24時間以内のアセスメントとケア

７

出生後24時間以降の早期新生児のアセスメントとケア

新生児に起こりやすい病態と看護

（早産児、低出生体重児、新生児一過性多呼吸、呼吸窮迫症候

群、胎便吸引症候群、高ビリルビン血症、新生児一過性ビタミン

K欠乏症、低血糖症）

評価方法

筆記試験（ 100％）１回

教科書

ナーシング・グラフィカ 母性看護学(2)：母性看護の実践 メディカ出版 2022

周産期ケアマニュアル サイオ出版 2020

参考図書・参考文献

病気がみえる vol.10  産科 メディックメディア 2018

ほか、随時紹介する。

備考または学生への連絡

新生児の経過は母親の妊娠・分娩の経過に連続し、かつ母親の非妊時からの健康もその経過に影響するので、母性
看護学方法論Ⅰとの連続性・関連性を念頭に学習に臨んで下さい。



母性看護学方法論Ⅲ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ３年次前期 五島 真理子 有

科目のねらい

母性看護学概論、母性看護学方法論Ⅰ・Ⅱで学んだ知識を活用し、正常な経過をたどる周産期母子事例の看護過程

と母性看護の実践に必要な知識・技術を学ぶ。

授業の目標

1.妊婦のヘルスアセスメントに必要な技術を理解し、実施できる。

2.新生児の日常生活を支えるために必要な援助を理解し、実施できる。

3.褥婦の退行性変化と進行性変化を促すための技術を理解し、実施できる。

4.母子の看護過程に必要な知識と方法が理解できる。

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
母性看護における看護過程(母性看護とウェルネス志向)

新生児のアセスメントとケア

講義、視聴覚教材

技術演習

テキスト②③

演習技術に必要な

課題内容を自己学習

ノートにまとめる

２ 妊婦のヘルスアセスメントに必要な技術

３ 新生児の観察と沐浴

４ 褥婦の退行性変化と進行性変化の観察 技術演習

５ 新生児の沐浴、

６ 新生児の沐浴

７ 小テスト/事例展開オリエンテーション 講義

個人ワーク

グループワーク

テキスト②③、

母性看護過程(第 3

版)

母性看護学実習記

録を使用して紙上

事例展開

レポート提出

８ 事例展開

９ 事例展開

10 事例展開

11 事例展開

12 事例展開

13 事例展開

14 事例展開

15 事例展開 発表・まとめ

評価方法

筆記試験（ 60％）１回  レポート（40％）

教科書

ナーシング・グラフィカ 母性看護学(2)：母性看護の実践 メディカ出版 2022

周産期ケアマニュアル サイオ出版 2020

ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程 医歯薬出版 2017

参考図書・参考文献

病気がみえる vol.10  産科 メディックメディア 2018

ほか、随時紹介する。

備考または学生への連絡

新生児の経過は母親の妊娠・分娩の経過に連続し、かつ母親の非妊時からの健康もその経過に影響するので、母性
看護学方法論Ⅰ・Ⅱとの連続性・関連性を念頭に学習に臨んで下さい。



精神看護学概論

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ２年次前期 木元 司 有

科目のねらい

精神看護の基本となる人間理解を目的として、人格の発達過程、人の心理・行動の特性を理解し、健康な生き方と

は何かについて考えるとともに、精神保健福祉上の問題が生活と生き方に与える影響を理解し基本的な関わり方を

学ぶ。また、精神医療に関わる歴史的背景、人権擁護、倫理について学ぶ。

授業の目標

・心の健康とは何かを理解し、心の発達過程について理解できる。

・心の健康に影響を及ぼす要因と対処法について理解できる。

・自己理解を深め、対人関係における自己の傾向について理解できる。

・精神障害者の生活と社会参加についてノーマライゼーションの視点から考えられる。

・精神医療の歴史と課題、法制度について理解できる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 〇 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 〇 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 精神障害についての基本的な考え方

講義

視覚教材

グループワーク

①レポート課題

②確認テスト

講義内容に応じ①②

のいずれかを提示

２ 精神看護の本質と課題

３ 人間のこころと行動

４ 人格の発達と情緒体験

５ ライフサイクルとメンタルヘルス

６ 現代社会とこころ

７ ストレスに対する身体的反応

８ 精神障害者家族とその支援

９ 嗜癖と依存

10 精神看護における倫理

11 精神看護における人権擁護

12 精神医療の歴史と看護

13 精神保健医療福祉をめぐる法律

14 精神科における看護師の役割

15 精神看護学概論まとめ、試験

評価方法

筆記試験（100％）

教科書

系統看護学講座 精神看護学〔１〕精神看護の基礎 医学書院2021

系統看護学講座 精神看護学〔２〕精神看護の展開 医学書院2021

参考図書・参考文献

必要時提示します

備考または学生への連絡

精神看護に関することについてイメージができるよう視覚教材を活用していきます。講義内容について理解できな
い部分、疑問に感じる部分は積極的に質問してください。



精神看護学方法論Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ２年次前期 大杉 ユリ子 有

科目のねらい

人間の心のはたらきを理解し、各ライフステージにおける心の成長発達について学習します。

また、精神の健康保持増進を図るために必要な知識を持ち、コミュ二ティーにおける精神保健･精神看護の充実の

ための学びを深めることをねらいとします。    

授業の目標

・他者を理解し、支援していくために必要な「自己理解」・「人との向き合い方」・「傾聴」・「自己表現」などを理解する。

・人間関係・コミュニケーション能力向上に関する知識を得て、危機介入に至るまでを具体的に考える。

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 〇 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 第1章:精神看護学で学ぶこと① エネルギーと感情の関係① 講義 資料・自己問題検討

２
第1章:精神看護学で学ぶこと② 第2章:精神保健の考え方①

エネルギーと感情の関係② 人間の捉え方考察

講義

３ 第2章:精神保健の考え方② 年代差についての考察 講義

４ 第2章:精神保健の考え方③ 受容の理解 講義

５ 第3章:心のはたらきと人格の形成① 傾聴学習① 講義

６ 第3章:心のはたらきと人格の形成② 傾聴学習② 講義

７ 第3章:心のはたらきと人格の形成③ 愛着理論 講義

８ 第3章:心のはたらきと人格の形成③ アサーショントレーニング① 講義

９ アサーショントレーニング② 講義・実習

10 第10章:E.職場におけるメンタルヘルスと精神看護 うつの理解
講義

11 第10章:D.学校におけるメンタルヘルスと看護 緊急支援 講義

12 不登校の理解･対応 VTR視聴 講義・VTR

13 第 15章:災害時のメンタルヘルスと看護① 緊急支援 講義・VTR

14
第 15章:災害時のメンタルヘルスと看護②

リラクゼーション・リフレーミング

講義・実習

15 虐待・筆記試験 講義・試験

評価方法

試験（最終回に４５分間の筆記試験）・出席状況による評価

教科書

系統看護学講座 精神看護学〔１〕精神看護の基礎 医学書院2021

系統看護学講座 精神看護学〔２〕精神看護の展開 医学書院2021

参考図書・参考文献

参考図書は講義中に適宜紹介   資料はその都度配布

備考または学生への連絡

実習活動には積極的に参加すること



精神看護学方法論Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 ３０時間 ２年次後期 西本 武史 他 有

科目のねらい

精神科診断学と精神症状論を学び、主要な精神疾患の病態像や症状、さらには標準的な精神科治療である精神療法、

薬物療法、電気けいれん療法(m-ECT)について理解するとともに、精神疾患患者への看護の実際について学び、精神

障害をもつ対象への支援、援助について理解する。

授業の目標

・主要な精神疾患における病態像や症状をとらえ，適切な看護に繋げられるよう理解する。

・精神科薬物療法の作用機序を理解し，効果や副作用をアセスメントできるようになる。

・精神療法の手法を学び，患者とのコミュケーションに反映できるようになる。

・精神科における看護の役割を理解できる

・精神疾患患者の看護について理解できる

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
診断と疾病分類、フロイト：自我と防衛機制、精神症状論、

精神治療総論

講義 小テスト

２ 統合失調症、気分(感情)障害

３ 不安障害群、強迫性障害、ストレス障害、適応障害

４ ヒステリー、心身症、摂食障害、パーソナリティ障害、てんかん

５
睡眠障害、性別違和・性別不合、症状精神病、

周産期にあれわれやすい不調、認知症

６
アディクション(嗜癖・依存)、精神発達障害

治療①：精神療法  治療②：薬物療法

７
治療③：電気けいれん療法 (m-ECT)

精神科における治療まとめ

８ 精神看護における倫理的配慮、精神看護と精神保健福祉法

講義

演習

視覚教材

学習資料

９ 精神科における看護について

10 統合失調症：疾患別看護

11 気分(感情)障害：疾患別看護、地域でのセーフティーネット

12 パーソナリティ障害、認知症：疾患別看護

13 アルコール依存症：疾患別看護 入院～地域での支援の実際

14 ストレスマネジメント

15 試験

評価方法

筆記試験（100％）

教科書

系統看護学講座 精神看護学〔１〕精神看護の基礎 医学書院2021

系統看護学講座 精神看護学〔２〕精神看護の展開 医学書院2021

参考図書・参考文献

参考図書は講義中に適宜紹介   資料はその都度配布

備考または学生への連絡

高齢化社会に伴い、身体疾患と精神疾患を併発している患者が増加しています。精神科のみならず、一般診療科で
も精神疾患の基礎知識は必要となっておりますので、皆さんが能動的かつインタラクティブに楽しんで授業に臨ん
で下さることを期待します。



精神看護学方法論Ⅲ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

１単位 １５時間 ３年次前期

科目のねらい

精神障害をもつ対象への支援、援助について学び、精神保健、・医療・福祉の連携、地域で生活する精神障害者への

具体的支援について学ぶ。また、精神障害をもつ対象に対する看護過程の展開方法を理解する。

授業の目標

・精神科リハビリテーションについて理解できる

・地域における精神障害者への支援、それを支える法的基盤、多職種連携について理解できる

・精神疾患・症状を有する対象の事例を通して、健康レベルをアセスメントする技術と必要な看護ケアの方法を理

解できる

・当事者主体の看護の重要性および、家族への看護援助について理解できる

・看護場面を再構築し、自己洞察の視点で振り返ることができる

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 精神科におけるリハビリテーション

講義

教科書①②
資料２ 社会生活機能訓練(SST)、集団認知行動療法

３ 地域で精神障害者を支援するための方法

４ 事例に学ぶ精神科看護の実際、プロセスレコードの活用方法

講義

グループワーク

視覚教材

教科書①②

レポート課題

５ 事例展開

６ 事例展開

７ 事例展開 発表・まとめ

評価方法

筆記試験(50％)・事例展開の取り組み状況およびレポート評価(50％)

教科書

系統看護学講座 精神看護学〔１〕精神看護の基礎 医学書院2021

系統看護学講座 精神看護学〔２〕精神看護の展開 医学書院2021

参考図書・参考文献

資料はその都度配布

備考または学生への連絡

現役の精神科作業療法士、精神看護学担当教員が分担して講義を行います。実際に臨床や地域で展開されている精
神保健福祉領域の支援、看護について学べる機会になりますので、積極的に講義、グループワークに参加してくだ
さい。



医療安全

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年次前期 渡邊 雅代 有

科目のねらい

医療・看護における安全を保障するセーフティマネジメントの視点から、今日の医療現場で起きている事故などの

事象を踏まえ、安全を阻害する要因やその対処・予防方法を学ぶ。

授業の目標

・医療安全の基本的な知識を理解する。

・安全で質の高い看護実践を提供するために、ヒューマンエラーの知識を活かした事故防止策を理解する。

・医療事故・インシデントレポートの意味と必要性について理解する。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
医療安全対策の国内外の潮流・組織的な安全管理体制への取り組み

医療安全と看護の責務（法的責任）

講義

演習

グループワーク

２
医療事故のメカニズムと構造

事故防止の考え方

３ 診療の補助の事故防止（Ⅰ）患者に投与する業務における事故防止

４
診療の補助の事故防止（Ⅱ）継続中の危険な医療行為の観察・管理

における事故防止

５
療養上の世話の事故防止

医療事故例・ヒヤリハット事例の分析方法

６
日常の療養場面における医療事故などの防止対策と演習

診療の補助の場面における医療事故などの防止対策と演習

７
看護師の労働安全衛生上の事故防止・業務領域をこえて共通する間

違いと発生要因・医療安全とコミュニケーション

評価方法

筆記試験100％

教科書

系統看護学講座 看護の統合と実践[2] 医療安全 医学書院 2018

参考図書・参考文献

系統看護学講座 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ 医学書院 2021

備考または学生への連絡

本科目では基礎知識と技術を統合させ、より臨床に近い形での学習法から医療安全についての基本を学ぶことを期
待します。



看護研究Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年後期 石毛 紗智 有

科目のねらい

看護における研究の意義と方法を学び、研究のプロセスを通し研究的態度を養う。

授業の目標

１．看護研究のあり方、および基礎的な知識とそのプロセスを理解する。

２．看護研究に関する知識を活用し、看護領域における問題意識を研究テーマへ発展させ、研究計画書作成までの

プロセスを学習する。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 ○ 倫理的姿勢

○ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 ◎ 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
看護研究講義オリエンテーション（１．看護研究の基礎）

研究とは何か、看護研究の意義、看護研究の全体のプロセス

講義・グループワーク

講義・グループワーク

文献検索演習

講義

２ 研究疑問

３ 文献検索と文献検討、文献の整理、クリティーク

４ 研究目的と概念枠組み、研究デザインと研究方法

５ 質的研究と量的研究の概要、データの収集と分析

６ 看護研究における倫理

７ 研究計画書の意義と書き方

８ 北海道看護協会道南南支部研究発表会参加予定（１h）

評価方法

筆記試験100％

教科書

看護研究step by step  医学書院 2017

看護研究サポートブック ワークシートで研究計画書がラクラク完成 メディカ出版 2017

参考図書・参考文献

授業の中で紹介していく予定。

備考または学生への連絡

看護研究の重要性を理解し、研究の進め方に必要な基礎的知識を身につけていきます。看護研究は看護の質の維持・
向上につながるものであり、様々な看護実践の場でも取り組まれています。看護現象に疑問を持ち、問題を解決す
るために系統的に探究していく能力とともに、主体的に学習する姿勢および思考や情報を整理し文章化する能力が
求められます。研究的関心をもち、意欲的に取り組むことを期待します。



看護研究Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ３年次通年 石毛 紗智 有

科目のねらい

看護における研究の意義と方法を学び、研究のプロセスを通し研究的態度を養う。

授業の目標

１．看護研究に関する知識を活用し、看護領域における問題意識を研究テーマへ発展させ、研究計画書作成までの

プロセスを学習する。

（１）講義、演習ならびに実習の体験等から探究したい関心領域を見出す。

（２）見出した関心領域について、研究の可能性等を見極めて研究テーマを絞り込む。

（３）研究テーマに関連した文献を検討し、研究のテーマを明らかにする。

（４）研究目的に適した研究方法を選択する。

（５）指定の構成内容や様式を満たした看護研究計画書を作成する。

２．全プロセスを通して看護を探求し、研究的思考・態度について学ぶ。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 ○ 倫理的姿勢

○ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 ◎ 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
演習オリエンテーション（ 看護研究の実際）（１ h）

看護研究計画書の作成、演習全体について

講義

ゼミナール方式での

演習

研究計画書作成

２
看護研究計画書作成演習１

研究テーマの検討、研究の動機と意義、研究目的の設定

３ 看護研究計画書作成演習２  仮説、概念枠組みの設定

４ 看護研究計画書作成演習３  研究方法の検討

５ 看護研究計画書作成演習４  研究方法の検討

６ 看護研究計画書作成演習５  研究計画書全体の検討

７ 看護研究計画書作成演習６  研究計画書全体の検討

８ 看護研究計画書作成演習７  全体発表

評価方法

演習評価80％ 事後レポート20％

教科書

看護研究step by step  医学書院 2017

看護研究サポートブック ワークシートで研究計画書がラクラク完成 メディカ出版 2017

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡

看護研究の重要性を理解し、研究の進め方に必要な基礎的知識を身につけていきます。看護研究は看護の質の維持・
向上につながるものであり、様々な看護実践の場でも取り組まれています。看護現象に疑問を持ち、問題を解決す
るために系統的に探究していく能力とともに、主体的に学習する姿勢および思考や情報を整理し文章化する能力が
求められます。研究的関心をもち、意欲的に取り組むことを期待します。



看護管理

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ３年次後期

科目のねらい

看護管理についての基礎的知識を習得し、組織の中における看護職の役割を理解する。

授業の目標

看護管理の定義、看護ケアおよび看護サービスのマネジメントの概要からそのあり方を理解する。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 〇 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

看護とマネジメント

・看護管理学とは

・看護におけるマネジメント

講義

２

看護ケアのマネジメント

・看護ケアのマネジメントと看護職の機能

・患者の権利の尊重 ・ 安全管理 ・ チーム医療

・看護業務の実践（日常業務のマネジメント）

３

看護職のキャリアマネジメント

・キャリアとキャリア形成  ・ 看護職のキャリア形成

・看護専門職としての成長（社会化）

・タイムマネジメント    ・ ストレスマネジメント

４

看護サービスのマネジメント

・看護サービスのマネジメントの対象と範囲

・組織目的達成のマネジメント

・看護サービス提供のしくみ

５

人材、施設、設備環境のマネジメント

・物品、情報のマネジメント

・リスクマネジメント

・サービスの評価

６

マネジメントに必要な知識と技術

・マネジメントとは   ・ 組織とマネジメント

・リーダーシップとマネジメント  ・ 組織の調整

７
看護を取り巻く諸制度

・看護の定義 ・看護職 ・医療制度 ・看護政策と制度

評価方法

筆記試験（100％）

教科書

系統看護学講座 看護の統合と実践[1] 看護管理 医学書院 2018

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡



災害看護・国際看護

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ３年次後期

科目のねらい

・災害という特殊な状況下での人々の生命や健康生活を支えるための基礎的知識を学ぶ。

・看護活動の場としての国際看護の状況を理解する。

授業の目標

・災害に関する基本的知識を学習し、災害時における看護の役割と機能について理解する。

・途上国を中心に世界の健康問題の現状と問題を解決するための対策を学ぶ。また、看護の現地における活動、

災害等への国際支援活動に関する基礎知識を習得する。

DPとの対応
〇 看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

災害看護の基礎

・災害看護の歴史的背景 ・災害・災害看護の定義 ・災害の種類による

疾病構造の特徴

・災害サイクル各期における特徴

講義

演習

２

災害時の看護活動の実際と実践に必要な知識

・国内外における災害関係機関（行政及び諸機関）の役割・支援体制

・災害時要援護者への看護

３
災害時の看護活動の実際と実践に必要な知識

・災害が及ぼす被災者・援助者への心理的影響とこころのケア

４
・災害時に必要な技術 ・トリアージ法

※演習：①トリアージ ②日常用品の活用（搬送、包帯法、関節固定）

５

国際看護

開発途上国の健康課題

・リプロダクティブヘルスに関する健康課題

・貧困と健康格差

６
異文化・多文化

・在日外国人・在外日本人の保健医療

７

国際的看護の活動

・国際協力における看護の役割

・外国人看護師の研修の受け入れ

・国際的看護活動の実際

・外国人技能実習生交流(厚生院施設)

評価方法

筆記試験100％

教科書

系統看護学講座 看護の統合と実践[3] 災害看護学・国際看護学 医学書院 2019

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡



看護リフレクションⅠ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年次後期 五島 真理子 有

科目のねらい

体験を系統的に振り返り、次の実践につなげる思考過程であるリフレクションについて学ぶ。

これまでの臨地実習体験の意味付けと自己の課題の明確化を行い、今後の臨地実習につなげていくことを目指す。

以上より、疑問を自ら追求し、自己学習力をみにつける科目とする。

授業の目標

1.臨地実習の体験をリフレクティブサイクルの枠組みを活用してリフレクションできる。

2.リフレクションを通して自己の課題と対応策を考えることができる。

3.看護リフレクションの意義を理解することができる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 〇 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１

リフレクションとは何か

看護リフレクションの意義

リフレクションの分類（行為の中のﾘﾌﾚｸｼｮﾝ、行為についてのﾘﾌﾚｸｼｮﾝ）

心に残った実践を言葉にする意味

講義

２

リフレクションの方法（文献活用の仕方を含む）

リフレクティブサイクル

リフレクションの実際①「臨地実習体験の描出」

講義

演習
課題レポート

３
リフレクションの実際②事例を語る

「看護を語る会」（グループワーク）

講義

演習
課題レポート

４
リフレクションの実際③

「事例を探求的に振り返る」

講義

演習
課題レポート

５
リフレクションの実際④

「事例のアウトカムを捉える」

講義

演習
課題レポート

６

リフレクションの実際⑤

「現象の意味や価値を考える、また次の実践でどのように活用するのか

考える」

講義

演習
課題レポート

７
リフレクションの実際⑥

「発表」（学びを共有するグループワーク） /  まとめ

講義

演習

最終レポ-ト
(取り組み、学んだ

ことについて)

評価方法

レポート･演習 100％

教科書

経験から学ぶ看護師を育てる看護リフレクション，医学書院，2021．

参考図書・参考文献

看護リフレクション入門，ライフサポート社，2009．

備考または学生への連絡

看護実践の印象深い場面を思い出し、今後に向けて、より実践的で具体的な看護実践となるよう、自己のケアが患
者にとってどのような意味があるのかを知るリフレクションについて学びます。これにより自己の学びを深めてい
く自己教育の姿勢を身につけていきます。看護師となる自分を見つめる機会にしていきましょう。



看護リフレクションⅡ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ３年次後期 石毛 紗智 有

科目のねらい

実習科目を越え、部分的な知識を統合して理論的根拠に基づき理解に至る力を培う。これまでの知識と経験から、

専門職として看護について、自ら追求し自己学習力をみにつける科目とする。

授業の目標

1.既習のリフレクティブサイクルを活用し、リフレクションできる。

2.印象深い看護実践場面から事例のアウトカムを捉えることができる。

3.現象の意味や価値を考え、自己の看護観を述べることができる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 〇 倫理的姿勢

〇 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
看護観とは、リフレクティブサイクルの想起、

文献活用について
講義

２
リフレクションの実際

「臨地実習体験の描出」 （個人ワーク）
演習 課題レポート

３
リフレクションの実際

「事例を探求的に振り返る」（個人ワーク）
演習 課題レポート

４
リフレクションの実際

「事例のアウトカムを捉える」（個人ワーク）
演習 課題レポート

５
リフレクションの実際

「現象の意味や価値を考える～自己の看護観の明確化 」（個人ワーク）
演習 課題レポート

６
リフレクションの実際

「自己の看護観の明確化～看護師としての自分 」（個人ワーク）
演習 課題レポート

７ まとめ 「専門職として看護観を持つこと」 講義
最終レポ-ト
(取り組み、学んだ

ことについて)

評価方法

レポート・演習  100％

教科書

なし

参考図書・参考文献

備考または学生への連絡

既習のリフレクティブサイクルを活用し、実習での印象深い場面より、今後に向けて看護観を明確にできるよう、

自己学習を深めることを目指します。それにより、専門職業人として、看護の質向上を目指し研鑽しつづける姿勢

をみにつけていきます。



看護技術の総合評価Ⅰ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 １５時間 ２年次後期 平野 巳幸 有

科目のねらい

より臨床に近い形での学習を通して、各分野で学んだ知識・技術を統合し、総合的な判断・対応を学ぶ。

授業の目標

既習の知識をもとに患者の状態・状況に応じて判断し、確実に援助を実施できる

1.事例の情報から患者像をイメージし、援助に必要な内容について学習できる

2.学習した内容を活用し、指定された技術について援助計画を立案できる

3.看護実践における倫理的態度について実践できる

4.患者の状態・状況を考慮しながら指定された援助を実施できる

5.一連のプロセスを振り返り、自己の課題を明確にすることができる

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 ○ 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１ 講義全体の方法について、グループワーク 講義

事前レポート作成２

事例について、個人ワーク・グループワーク 演習

３

４ 筆記試験（1時限）

５ 筆記試験返却、結果の解説 技術練習 講義・グループ演習

６

技術練習 グループ演習 事前レポート提出

７

8 技術試験 振り返りレポート

評価方法

筆記試験(30点） 技術試験(60点)  事前レポート(8点) 振り返りレポート(2点)

教科書

系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 医学書院 2017

系統看護学講座 別巻 臨床検査 医学書院 2019

系統看護学講座 別巻 臨床外科看護各論 医学書院 2017

系統看護学講座 人体の構造と機能[1] 解剖生理学 医学書院 2018

系統看護学講座 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ 医学書院 2021

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

系統看護学講座 成人看護学[5] 消化器 医学書院 2019

系統看護学講座 別巻 がん看護学 医学書院 2020

参考図書・参考文献

今日の治療薬 南江堂 2020       看護過程に沿った対症看護 学研 2018

看護技術プラクティス 学研 2019    疾患別看護過程の展開 学研 2016

備考または学生への連絡

＊一連のプロセスは各自責任をもって主体的に進めること
＊提出物の期限が確実に守れるよう、計画的に進めること



看護技術の総合評価Ⅱ

単位数 時間数 開講年次 講師名 実務経験の有無

1単位 ３０時間 ３年次後期 中村 英恵 有

科目のねらい

統合実習の前には、複数の患者に対して必要な援助内容など具体的な動きをイメージでき、一日の行動計画を立案する中で、

次の視点を身につける。（①時間観念の意識 ②患者の優先順位 ③安全・安楽 ④アセスメント ⑤自己課題の明確化）そして、

これまでの学びの総まとめとなる統合実習がスムーズに行えるよう必要な知識・技術を学ぶ。統合実習の後には、統合実習の

学びを通じて自己の看護実践能力を評価し、専門職としての自己の課題を明確にする。

授業の目標

1．統合実習に必要な知識・技術が習得できる。

①多重課題に対して起こり得ることを予測した援助方法が判断できる。

②対象に必要な援助の優先順位を状況に応じて決定および修正ができ、行動計画が立案できる。

③状況に応じた対処方法について、自己の課題を明確にできる。

2．看護技術の卒業時到達度、自己の看護実践能力を評価し、専門職としての自己の課題が明確にできる。

DPとの対応
看護の対象を統合的に捉える力 より良い人間関係を築く力 倫理的姿勢

◎ 課題解決能力、根拠に基づいた実践力 保健医療福祉チームにおける連携力 ○ 主体的学修姿勢

回 授業内容 授業方法 学習課題

１
１．臨床看護実践の特徴

①他者との連絡・調整 ②複数の課題に対する優先順位の決定 ③流動的環境における判断

講義
２

２．援助の優先順位を踏まえた二人の患者の援助計画立案

①リスクアセスメント ②日常生活の援助・診療の補助技術 ③一日の患者のスケジュール

３
３．二人の患者の情報収集と状況判断・二人の患者への援助の実施

①安全安楽の確保 ②自立度に合わせた援助の実施 ③援助の効率性 ④タイムマネジメント

４．チームメンバーとの連携

４

５．複数の受け持ち患者に対する１日のタイムテーブル作成

〈事例〉・成人あるいは老年期の患者 2名

・急性症状を呈する患者およびセルフケア不足の患者

・診療の補助技術と日常生活援助技術との組み合わせ グループ

ワーク
５ ５．複数の受け持ち患者に対する１日のタイムテーブル作成 ・発表、まとめ

６
６．多重課題への対処

〈事例〉・不測の事態への対応場面・多重課題の対応場面・援助の優先順位の判断場面

７
７．作成したタイムテーブルに割り込み状況が発生した場合の対処方法の検討

・看護技術演習(多重課題シミュレーション：状況のアセスメント、優先順位の決定) 
演習

８
７．作成したタイムテーブルに割り込み状況が発生した場合の対処方法の検討②

・まとめ

９

８．統合実習後の看護実践能力の評価、自己課題の明確化①

１）実習看護技術経験録の整理  ２）卒業時看護技術到達度整理

※１）、２）による未経験の 診療補助技術等の明確化

※統合実習後の自己課題項目、卒業時の看護技術到達度における課題項目の抽出

グループ

ワーク

10 ９．統合実習後の看護実践能力の評価、自己課題の明確化②

11
10．看護技術の総復習 ３）看護技術の復習①【診療の補助技術】

・経管栄養 ・一時的導尿 ・鼻腔・口腔内吸引 ・酸素療法 ・点滴静脈内注射・筋肉注射・シリン

ジポンプ・輸液ポンプ ・採血・ストーマ管理・内服管理・胃管カテーテル挿入等

演習12 10．看護技術の復習②【診療の補助技術】

13 10．看護技術の復習③【 対象に合わせた日常生活援助】

14 10．看護技術の復習④【 対象に合わせた日常生活援助】

15 11．卒業時の看護技術到達度の評価と自己課題の明確化 ・最終課題レポート作成
グループ

ワーク

評価方法

筆記試験70％、演習30％

教科書

系統看護学講座 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ 医学書院 2021

系統看護学講座 基礎看護学[3] 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 2021

系統看護学講座 看護の統合と実践[2] 医療安全 医学書院 2018

参考図書・参考文献

新体系 看護学全書 統合分野 看護の統合と実践 看護実践マネジメント／医療安全 メヂカルフレンド社 2021

看護がみえる vol.1 基礎看護技術 メディックメディア 2018、看護がみえる vol.2 臨床看護技術 メディックメディア 2018

備考または学生への連絡
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